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1 　はじめに
　 ６ 年次のアドバンスの一環として ５ 月 9 日～ ５ 月30日までマレーシアのクアラルンプールにあるFaculty 
of Medicine University MARA（マラ工科大学）で病院実習や授業を受けました。
2 　準備






































ちは最初の 2 週間プライマリーケアの授業・実習をし，残りの １ 週間で感染症の授業・実習を行いました。
　学生は皆とても友好的で大変親切な方ばかりでした。プライマリーケアの病院実習では午前中に病院に行
き現地の学生の後ろにくっついていきます。あまり堅苦しいものではなく，学生同士で話をする時間が多
かったです。午後はキャンパスの教室で授業があり，学生が糖尿病や高血圧等の疾患についてのプレゼンを
する形式でした。
　感染症の実習・授業では病院に入院しているデング熱の患者について学生がベットサイドでプレゼンし先
生がそれについて色々と細かく説明をしてくださいました。授業もマラリアについてケーススタデー式で学
び大変有意義なものでした。
6 　旅行
　毎日夜は学生が外に食べに連れてってくれて，週末は郊外の滝やマラッカやペナン等に連れて行ってくれ
てとても楽しく過ごせました。
7 　最後に
　マレーシアの学生は授業もテキストも実習も英語で行っており，海外映画も英語でみることが当たり前の
程の英語力です，私が数時間かかって読む英語論文も数分で流し読みできてしまいます。日本の学生の周り
には日本語が溢れていて，医学も日本の教科書を使い，日本語の中で終始してしまって英語に触れる機会は
ほとんどありません。マレーシアで学生が海外の教科書を使い英語でプレゼンしているのを見て，日本の学
生が世界の中で孤立しているような気がしました。マレーシアの病院でHIVの患者がトキソプラズマ脳症に
なりMRIが使えず発見が遅れた症例があり，患者のベットサイドで画像を見ていたとき，現地の学生にボ
ソッと「日本はCTとかMRIとかがすぐ使えて，医療水準の高いスゴイ国だよね。うらやましいよ」と流暢
な英語で言われ，５0年後にその位置に日本がいられるのかなんだか疑問に感じました。
　最期にマラ工科大学の実習に関しまして総合診療部の山城先生には大変お世話になりご尽力を頂きまし
た。大変感謝いたしております。
